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「
自
立
」
と
「
協
力
」
の
も
と
に
集
え

ク
リ
ト
リ
ス
は
ア
ナ
ー
キ
ス
ト
で
あ
る
！

カ
ト
リ
ー
ヌ
・
マ
ラ
ブ
ー

『
抹
消
さ
れ
た
快
楽
　
ク
リ
ト
リ
ス
と
思
考
』
よ
り
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中
川
文
人
氏
の
量
子
共
産
主
義
に
つ
い
て
の

が
、
９
月
５
日
に
都
内
某
所
で
行
わ
れ
た
。
量
子

力
学
を
用
い
て
共
産
主
義
を
２
１
世
紀
的
に
更
新

す
る
試
み
で
あ
る
。
曰
く
「
２
０
世
紀
に
ヘ
ゲ
モ

ニ
ー
を
握
っ
た
マ
ル
ク
ス
主
義
は
１
９
世
紀
科
学

に
基
づ
い
て
作
ら
れ
た
。
２
１
世
紀
の
共
産
主
義

は
２
０
世
紀
科
学
で
あ
る
量
子
力
学
に
根
ざ
す

べ
き
だ
」
と
の
こ
と
。
量
子
力
学
（quantum

 
m
echanics

）の”quantum
”

に
は
、英
語
で「
飛

躍
的
・
画
期
的
」
と
い
う
意
味
が
あ
る
。
文
字
通

り
、「
画
期
的
な
」
革
命
思
想
の
ア
イ
デ
ア
が
打

ち
出
さ
れ
よ
う
と
し
て
い
る
の
か
…
…
？

「
人
民
は
粒
子
で
あ
り
、

波
で
あ
る
。」

量
子
共
産
主
義

に
注
目
す
る
理
由

指
摘
は
妥
当
に

思
わ
れ
る
。

　
「
科
学
的
社

会
主
義
」
と
し

て
の
量
子
共

産
主
義
を
考

え
る
上
で
は
、

量
子
力
学
の

「
科
学
っ
ぽ
く

量
子
力

学
は
２
０

世
紀
の
段

階
で
は
眉
唾
と
み
な
さ
れ
て
い
た
が
、
近
年
で
は

既
に
物
理
法
則
と
し
て
立
証
さ
れ
つ
つ
あ
る
。
波

動
力
学
と
行
列
力
学
の
融
合̶

̶

そ
の
量
子
力
学

の
性
質
は
、
革
命
運
動
に
も
似
て
い
る
。
私
た
ち

は
運
動
に
参
加
す
る
一
個
人
の
集
合
で
あ
る
と
同

時
に
、
集
団
と
し
て
の
実
体
で
も
あ
る
。

　

例
え
ば
、
量
子
力
学
の
性
質
に
「
非
局
所
性
」

が
あ
る
が
、
革
命
運
動
に
置
き
か
え
る
と
ど
う
な

る
か
。
原
因
か
ら
結
果
が
起
き
る
と
い
う
ニ
ュ
ー

ト
ン
的
因
果
律
は
社
会
の
〈
外
部
〉
で
あ
る
革
命

家
に
は
通
用
し
な
い
。
行
動
の
動
機
は
、
場
合
に

よ
っ
て
は
行
動
の
あ
と
に
説
明
さ
れ
る
。

　

他
に
も
例
え
ば
、
ト
ロ
ツ
キ
ズ

ム
に
お
け
る
「
世
界
同
時
革
命
」

は
「
量
子
も
つ
れ
」
に
相
当
す
る
。

ま
た
、
公
安
や
ス
パ
イ
な
ど
の
目

に
見
え
な
い
ひ
と
つ
ひ
と
つ
の
因

子
は
、
永
遠
に
事
実
が
解
明
さ
れ

な
い
ま
ま
の
こ
と
も
あ
る
。
運
動

シ
ー
ン
は
確
率
的
存
在
の
上
に
成

り
立
っ
て
い
る
と
い
う
中
川
氏
の

な
さ
」
が
問
題
に
な
る
と
同
氏
は
い
う
。
主
流
派

の
コ
ペ
ン
ハ
ー
ゲ
ン
学
派
の
ハ
イ
ゼ
ン
ベ
ル
グ
や

ボ
ー
ア
ら
は
「
量
子
の
ふ
る
ま
い
を
意
味
論
的
に

理
解
す
る
こ
と
は
不
可
能
で
あ
る
」
と
考
え
、
ス

ピ
リ
チ
ュ
ア
ル
に
接
近
し
て
い
く
。
一
方
の
非
主

流
派
の
ア
イ
ン
シ
ュ
タ
イ
ン
ら
は
、
多
世
界
解
釈

や
シ
ミ
ュ
レ
ー
シ
ョ
ン
仮
説
の
よ
う
な
「
Ｓ
Ｆ
」

的
説
明
を
加
え
始
め
る
。
科
学
の
最
先
端
は
ス
ピ

リ
チ
ュ
ア
ル
対
ト
ン
デ
モ
の
様
相
を
呈
し
て
い
る
。

こ
れ
ら
は
単
な

る
お
ふ
ざ
け
の
よ

う
に
思
わ
れ
る
か

も
し
れ
な
い
。
し
か
し
私
は
、
量
子
共
産
主
義
の

可
能
性
に
か
な
り
注
目
し
て
い
る
。
そ
も
そ
も

１
９
世
紀
に
お
い
て
は
、「
プ
ロ
レ
タ
リ
ア
」
と

い
う
語
は
呪
術
的
な
ニ
ュ
ア
ン
ス
を
持
っ
て
い

た
。
ま
た
政
治
運
動
も
、
カ
ル
ボ
ナ
リ
や
四
季
協

会
な
ど
の
陰
謀
的
秘
密
結
社
が
担
っ
て
い
た
事
実

が
あ
る
。
も
と
よ
り
革
命
の
可
能
性
は
、そ
の〈
外

部
〉
性
が
担
保
し
て
き
た
。

　

私
の
支
持
す
る
１
９
世
紀
の
革
命
家
・
ブ
ラ
ン

キ
は
獄
中
で
『
天
体
に
よ
る
永
遠
』
と
い
う
宇
宙

論
を
残
し
て
い
る
。
こ
れ
が
非
主
流
派
の
多
世
界

解
釈
と
そ
っ
く
り
の
内
容
な
の
だ
。
こ
れ
と
結
び

つ
け
る
こ
と
で
、
全
く
新
し
い
革
命
理
論
が
で
き

る
の
で
は
な
い
か
。
同
氏
の
量
子
共
産
主
義
の
展

開
に
期
待
し
た
い
。（
仁
科
夏
瑚
）

▼粒子と波の両方の性質を示す光

カ
ト
リ
ー
ヌ
・
マ
ラ
ブ
ー
来
日
特
集
①

陰
核
派
：
活
動
報
告

懇
親
会
で
つ
い
に

マ
ラ
ブ
ー
氏
と
接
触

講
演
会
の
終
了
後
、
都
立
大
の
食
堂
に
て
懇
親
会

行
わ
れ
た
。
周
囲
を
学
者
や
大
学
院
生
に
囲
ま
れ
な

が
ら
、
若
干
場
違
い
の
感
を
抱
き
つ
つ
も
、
党
員
・

出
射
の
提
案
で
、
マ
ラ
ブ
ー
氏
に
私
た
ち
陰
核
派
の

機
関
紙
を
見
せ
に
行
く
こ
と
に
な
る
。

　

同
氏
に
は
「
マ
ラ
ブ
ー
さ
ん
に
影
響
を
受
け
た
ア

ナ
ル
カ
・
フ
ェ
ミ
ニ
ス
ト
の
団
体
で
す
」
と
説
明
し
、

英
名”anarcho clitorist”

を
表
示
し
た
。
結
成
当

初
よ
り
標
語
「
ク
リ
ト
リ
ス
は
ア
ナ
ー
キ
ス
ト
で
あ

る
」
を
掲
げ
て
き
た
私
た
ち
に
と
っ
て
、
こ
れ
は
大

き
な
一
歩
だ
。

　

マ
ラ
ブ
ー
氏
は
こ
の
不
審
な

人
物
に
対
し
て
に
こ
や
か
に
対

応
、「
何
か
聞
き
た
い
こ
と
が

あ
っ
た
ら
い
つ
で
も
メ
ー
ル
し

て
」
と
英
語
で
伝
え
て
く
れ

た
。
不
躾
な
が
ら
、
陰
核
派
読

書
会
で
上
が
っ
た
質
問
は
ど
ん

ど
ん
送
っ
て
い
き
た
い
所
存
で

あ
る
。（
仁
科
夏
瑚
）

７
月
７
日
に
東
京
都
立
大

で
、
カ
ト
リ
ー
ヌ
マ
ラ
ブ
ー

氏
の
公
演
『
死
の
思
想
を
め

ぐ
る
フ
ラ
ン
ス
哲
学
の
新
た

な
展
望
』
が
開
催
さ
れ
た
。

同
大
学
の
教
授
、
西
山
雄
二

氏
の
司
会
の
も
と
、
日
本
語

の
レ
ジ
ュ
メ
に
対
応
し
て
、

全
編
フ
ラ
ン
ス
語
で
講
義
が

行
わ
れ
た
。

　

ポ
ス
ト
＝
ハ
イ
デ
ガ
ー
に
お
け
る
死
を
め
ぐ
る
二
つ

の
思
想
の
流
れ
。第
一
の
極
と
し
て
の
ナ
ン
シ
ー
の「
実

存
論
的
ア
プ
ロ
ー
チ
の
先
鋭
化
」
と
、
第
二
の
極
と
し

て
の
バ
デ
ィ
ウ
の
「
実
存
的
な
理
解
の
回
帰
と
刷
新
」

の
対
立
が
あ
る
。
マ
ラ
ブ
ー
氏
は
両
者
を
共
に
思
考
で

き
る
地
点
と
し
て
、「
絶
滅
」
の
概
念
を
提
案
す
る
。

　

本
講
義
を
通
じ
て
、
ク
リ
ト
リ
ス
の
破
壊
性
と
、「
絶

滅
」
の
関
わ
り
に
つ
い
て
考
察
を
巡
ら
せ
た
。
女
性
の

自
己
決
定
を
推
進
す
る
フ
ェ
ミ
ニ
ズ
ム
は
、
人
間
と
い

う
種
の
維
持
の
た
め
の
再
生
産
と
反
目
す
る
面
が
あ

る
。
こ
れ
は
、
近
年
の
ラ
デ
ィ
カ
ル
・
フ
ェ
ミ
ニ
ズ
ム

と
反
出
生
主
義
の
結
び
つ
き
へ
と
接
続
す
る
。

　

私
た
ち
が
考
え
る
べ
き
は
、
ク
リ
ト
リ
ス
的
思
考
に

基
づ
き
、
い
か
に
自
己
決
定
と
し
て
の
セ
ッ
ク
ス
と
出

産
を
位
置
付
け
る
か
だ
ろ
う
。（
仁
科
夏
瑚
）

▼数多くの学生・研究者が集まった

陰進の記事を撮影するマラブー氏▼


